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『
シ
リ
ー
ズ
日
本
人
と
宗
教
』
の
目
的
と
展
望

林　
　
　
　

淳

一
　
近
世
か
ら
近
代
へ

　

島
薗
進
・
高
埜
利
彦
・
林
淳
・
若
尾
政
希
編
『
シ
リ
ー
ズ
日
本
人
と

宗
教

─
近
世
か
ら
近
代
へ
』（
全
六
巻
、
春
秋
社
、
二
〇
一
四
─
一
五
年
）

は
、
近
世
の
宗
教
史
に
関
す
る
研
究
を
問
い
直
し
、
近
代
の
宗
教
史
の
研

究
へ
と
接
続
さ
せ
て
、
こ
れ
ま
で
見
え
に
く
か
っ
た
、
近
世
か
ら
近
代
へ

の
宗
教
史
の
展
開
を
捉
え
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。
宗
教
史
に
お
け
る

「
近
世
か
ら
近
代
へ
」
の
持
続
と
変
化
を
対
象
と
し
、「
日
本
人
と
宗
教
」

の
理
解
を
更
新
し
、
深
化
さ
せ
る
こ
と
が
意
図
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
そ
れ

は
、
歴
史
学
と
宗
教
学
、
思
想
史
と
宗
教
史
な
ど
の
異
な
る
分
野
の
敷
居

を
ま
た
ぎ
、
交
流
す
る
機
会
を
拡
充
し
よ
う
と
す
る
企
て
だ
と
も
い
え
よ

う
。
歴
史
学
、
宗
教
学
、
思
想
史
、
民
俗
学
な
ど
の
研
究
者
が
執
筆
者
と

し
て
参
加
し
て
お
り
、
宗
教
史
の
重
層
性
を
叙
述
す
る
こ
と
を
こ
こ
ろ
が

け
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
到
達
点
を
し
め
す
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
研

究
の
方
向
を
見
通
す
こ
と
も
目
的
と
し
て
い
る
。

　

日
本
宗
教
史
に
と
っ
て
花
形
は
、
古
代
・
中
世
に
あ
っ
た
時
期
が
長
く

あ
っ
た
し
、
そ
の
傾
向
は
今
も
さ
ほ
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
。
古
代
史
で
あ

れ
ば
、
祭
祀
遺
跡
、
伊
勢
神
宮
の
成
立
、
飛
鳥
時
代
の
仏
像
や
建
築
、
記

紀
神
話
、
平
安
時
代
の
最
澄
や
空
海
、
浄
土
教
の
流
行
な
ど
、
宗
教
に
か

か
わ
る
話
題
は
事
欠
か
な
い
。
中
世
に
な
っ
て
も
、
親
鸞
の
真
宗
、
道
元

の
曹
洞
宗
、
日
蓮
の
日
蓮
宗
、
中
国
か
ら
の
来
た
禅
宗
、
一
向
一
揆
な
ど
、

宗
教
が
社
会
的
な
勢
力
を
も
っ
て
影
響
力
を
行
使
し
た
こ
と
は
、
日
本
史

の
教
科
書
に
は
記
さ
れ
て
い
る
。
古
代
、
中
世
に
は
大
寺
院
や
神
社
が
、

政
治
的
な
影
響
力
を
行
使
し
、
経
済
や
商
業
に
も
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
は

広
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
近
世
に
な
る
と
、
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
来
と
流
行
、
江
戸
幕
府

に
よ
る
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
、
寺
請
制
度
の
確
立
が
言
及
さ
れ
る
こ
と
は
あ

る
が
、
そ
れ
以
上
の
こ
と
は
知
ら
れ
て
は
い
な
い
。
教
科
書
の
記
述
に
も

宗
教
に
か
か
わ
る
内
容
は
激
減
し
て
い
る
。
近
代
に
な
る
と
、
王
政
復
古
、

神
仏
分
離
令
、
廃
仏
毀
釈
と
、
内
村
鑑
三
不
敬
事
件
く
ら
い
が
教
科
書
に

載
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
か
。

　

近
世
と
い
う
時
代
で
は
、
強
力
な
世
俗
的
権
力
の
も
と
で
宗
教
は
世
俗

化
し
、
人
々
は
宗
教
に
依
存
し
な
く
て
も
世
俗
的
な
倫
理
の
教
え
に
従
い
、

人
間
関
係
に
支
え
ら
れ
て
生
涯
を
生
き
と
お
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
と
理
解
で
き
そ
う
で
あ
る
。
近
世
が
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
資
本
主

義
と
科
学
技
術
に
も
と
づ
く
近
代
に
は
、
ま
す
ま
す
宗
教
を
必
要
と
せ
ず

に
、
世
俗
化
の
風
潮
は
強
ま
っ
た
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
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古
代
・
中
世
と
い
う
遠
い
時
代
の
方
が
、「
日
本
人
と
宗
教
」
の
風
景

は
、
く
っ
き
り
と
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
し
、
読
者
の
関
心
を
引
き
つ
け
る
こ

と
も
で
き
る
が
、
近
世
・
近
代
と
な
る
と
、
そ
の
風
景
は
見
え
に
く
く
な

る
よ
う
で
あ
る
。
身
近
な
時
代
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
（
そ
れ
ゆ
え
に
）、

意
識
し
て
理
解
す
る
意
欲
を
持
ち
に
く
い
と
も
い
え
よ
う
。
こ
こ
に
「
日

本
人
と
宗
教
」
の
逆
説
が
あ
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
こ
れ
ま
で
も
近
世
・

近
代
の
宗
教
史
は
、
少
数
の
研
究
者
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、
し

か
し
大
方
は
長
く
放
置
さ
れ
、
少
な
く
て
も
歴
史
学
の
分
野
で
は
研
究
が

少
な
か
っ
た
事
実
は
否
め
な
い
。
こ
う
し
た
研
究
状
況
が
変
わ
っ
た
の
は
、

近
年
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。

二
　
シ
リ
ー
ズ
の
構
成

　

こ
の
シ
リ
ー
ズ
が
構
想
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
は
、
一
九
九
〇
年
以
降
の

近
世
宗
教
史
研
究
の
活
性
化
と
い
う
状
況
が
ま
ず
あ
り
、
そ
の
実
証
的
な

成
果
を
踏
ま
え
て
近
代
を
展
望
す
る
こ
と
が
目
ざ
さ
れ
て
い
る
。
近
代
と

い
っ
て
も
、
主
に
一
九
世
紀
ま
で
で
区
切
っ
て
い
る
。
近
世
社
会
に
お
け

る
将
軍
と
天
皇
、
神
・
儒
・
仏
の
諸
思
想
、
生
と
死
、
メ
デ
ィ
ア
と
出
版
、

参
詣
と
勧
進
な
ど
が
俎
上
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
宗
教
史
の
み
な
ら
ず

思
想
史
、
文
化
史
、
社
会
史
、
民
俗
史
と
の
関
連
が
重
視
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
特
徴
で
あ
る
。
各
巻
の
内
容
を
一
瞥
し
て
お
き

た
い
。

　
『
第
一
巻 

将
軍
と
天
皇
』
で
は
、
幕
府
の
統
制
を
受
け
る
下
で
、
朝
廷

が
果
た
し
た
幾
つ
か
の
役
割
を
示
し
、
そ
の
中
で
最
重
要
と
言
え
る
天

皇
・
公
家
・
門
跡
が
果
た
し
た
宗
教
的
役
割
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

角
度
か
ら
検
討
し
て
い
る
。
将
軍
と
天
皇
が
か
か
わ
り
あ
っ
た
近
世
か
ら
、

天
皇
の
み
が
権
力
の
中
枢
に
い
る
近
代
へ
と
大
き
く
変
化
し
た
が
、
近
代

の
天
皇
制
の
も
と
に
あ
る
宗
教
に
も
光
を
あ
て
て
い
る
。

　
『
第
二
巻 

神
・
儒
・
仏
の
時
代
』
で
は
、
近
世
か
ら
明
治
期
に
か
け
て

の
諸
宗
教
の
配
置
を
展
望
し
つ
つ
、
そ
の
変
容
に
つ
い
て
考
察
が
な
さ
れ

る
。
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
対
抗
と
と
も
に
神
・
儒
・
仏
の
並
立
と
い
う
意
識

が
広
ま
り
、
三
者
相
互
の
葛
藤
や
棲
み
分
け
が
成
り
立
つ
。
神
・
儒
・
仏

の
並
立
は
、
国
家
神
道
を
中
心
と
す
る
近
代
の
宗
教
史
に
も
影
響
を
与
え

て
い
く
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。

　
『
第
三
巻 

生
と
死
』
で
は
、
檀
家
制
度
に
も
と
づ
き
人
々
が
仏
教
式
で

葬
ら
れ
供
養
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
日
本
人
の
死
生
観
は
根
本
的
な
変
化

を
と
げ
た
点
を
ふ
ま
え
て
、
死
者
の
行
方
、
来
世
の
あ
り
か
た
、
殉
死
や

心
中
、
人
神
信
仰
な
ど
が
解
明
さ
れ
て
い
る
。
身
近
な
神
々
（
霊
神
、
生

き
神
）
へ
の
信
仰
や
祭
祀
が
発
展
し
、
近
代
的
な
死
生
観
の
基
盤
を
つ
く

っ
た
こ
と
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
『
第
四
巻 

勧
進
・
参
詣
・
祝
祭
』
で
は
、
近
年
に
発
展
し
た
勧
進
の
宗

教
者
の
研
究
を
も
と
に
、
寺
社
参
詣
、
霊
場
、
富
く
じ
、
開
帳
、
教
派
神

道
な
ど
が
扱
わ
れ
て
い
る
。
本
山
・
本
所
・
頭
に
よ
る
勧
進
の
宗
教
者
の

支
配
は
、
明
治
維
新
で
崩
れ
な
が
ら
も
教
派
神
道
に
よ
る
宗
教
者
・
芸
能

者
の
包
括
に
引
き
継
が
れ
た
こ
と
も
議
論
さ
れ
て
い
る
。

　
『
第
五
巻 
書
物
・
メ
デ
ィ
ア
と
社
会
』
で
は
、
書
物
・
メ
デ
ィ
ア
が
社

会
を
ど
う
変
え
、
ま
た
宗
教
を
ど
う
変
え
て
き
た
の
か
を
問
い
直
し
、
中
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世
か
ら
近
代
ま
で
を
見
通
し
な
が
ら
、
書
物
・
メ
デ
ィ
ア
の
歴
史
を
展
望

す
る
。
近
世
は
「
文
字
社
会
」
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
が
、
近
世
・
近
代
の

識
字
に
つ
い
て
も
考
察
を
し
て
い
る
。

　
『
第
六
巻 
他
者
と
境
界
』
で
は
、
国
家
権
力
が
作
り
あ
げ
た
制
度
に
あ

わ
せ
て
宗
教
史
を
理
解
し
て
い
く
こ
と
で
、
取
り
こ
ぼ
し
て
い
く
テ
ー
マ

や
見
え
な
く
な
る
事
実
や
葛
藤
を
拾
い
上
げ
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
。
邪

教
、
迷
信
、
女
人
禁
制
、
差
別
、
蝦
夷
、
琉
球
な
ど
が
扱
わ
れ
て
い
る
が
、

マ
ー
ジ
ナ
ル
な
位
置
を
意
識
化
す
る
こ
と
で
全
体
像
が
見
え
て
く
る
こ
と

を
こ
こ
ろ
が
け
て
い
る
。

　

以
上
、
駆
け
足
で
各
巻
を
紹
介
し
て
き
た
が
、
収
録
論
文
に
つ
い
て
は
、

手
に
取
っ
て
じ
っ
く
り
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
企
画

が
生
ま
れ
た
研
究
史
的
な
背
景
に
つ
い
て
一
言
し
て
お
こ
う
。

三
　
近
世
宗
教
史
の
研
究
の
進
展

　

近
世
の
国
制
に
お
い
て
宗
教
が
も
つ
機
能
を
指
摘
し
、
朝
幕
関
係
論
と

い
う
新
た
な
領
域
を
生
み
出
し
、
研
究
の
質
を
底
上
げ
さ
せ
る
き
っ
か
け

を
作
っ
た
の
が
、
高
埜
利
彦
『
近
世
日
本
の
国
家
権
力
と
宗
教
』（
一
九

八
九
年
）
で
あ
っ
た
こ
と
は
異
論
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
近
世
宗
教

史
の
研
究
は
、
高
埜
の
提
言
を
受
け
と
め
、
そ
こ
で
展
開
さ
れ
て
い
る
論

点
を
継
承
し
、
深
化
さ
せ
る
方
向
で
進
ん
だ
。
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
近

世
の
国
家
権
力
を
朝
廷
を
含
ん
だ
形
で
理
解
す
る
方
向
が
打
ち
出
さ
れ
て
、

近
世
の
国
家
権
力
と
宗
教
の
関
係
は
、
国
家
や
地
域
社
会
の
あ
り
か
た
を

問
い
直
す
論
点
を
提
供
す
る
テ
ー
マ
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

僧
侶
を
含
め
、
宗
教
や
宗
教
者
の
統
制
は
、
多
く
朝
廷
が
保
持
す
る
権
限

に
依
存
し
て
な
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

江
戸
幕
府
は
、
寺
院
、
神
社
、
修
験
、
神
職
、
陰
陽
師
な
ど
を
直
接
に

掌
握
し
、
支
配
し
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
寺
院
、
修
験
は
、
各
宗
派
の

本
山
に
支
配
を
ま
か
せ
、
神
主
、
陰
陽
師
は
、
吉
田
家
、
土
御
門
家
な
ど

の
本
所
と
な
る
公
家
の
家
職
に
ま
か
せ
て
、
媒
介
的
に
寺
院
、
神
社
、
さ

ま
ざ
ま
な
宗
教
者
に
関
わ
る
こ
と
と
し
た
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

幕
府
は
内
部
の
機
構
の
な
か
に
僧
侶
、
神
職
な
ど
を
立
入
ら
せ
る
こ
と
は

な
く
、
権
力
機
構
の
内
部
の
世
俗
化
に
成
功
し
た
と
い
え
よ
う
。
そ
の
分

寺
院
、
神
社
、
宗
教
者
の
世
界
に
幕
府
が
直
接
に
介
入
す
る
こ
と
は
な
く
、

寺
院
、
神
社
、
宗
教
者
の
既
得
権
益
を
保
護
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し

て
寺
院
、
神
社
、
宗
教
者
の
統
制
は
、
さ
き
に
述
べ
た
と
お
り
朝
廷
の
も

つ
権
限
に
属
す
よ
う
に
な
っ
た
。

　

朝
廷
を
含
ん
だ
形
の
近
世
国
家
権
力
論
の
立
場
に
立
つ
と
、
朝
廷
の
儀

式
、
公
家
の
役
儀
、
門
跡
寺
院
、
修
験
、
神
職
、
陰
陽
師
な
ど
は
、
国
家

の
統
制
体
系
の
な
か
で
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
と
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
修
験
、
神
職
、
陰
陽
師
、
神
子
、
神
事
舞
太
夫
な
ど
の
宗
教
者
の

研
究
が
盛
ん
に
な
っ
た
が
、
そ
の
場
合
、
宗
教
者
を
統
制
す
る
本
山
、
本

所
、
頭
に
よ
る
支
配
の
方
式
、
あ
る
い
は
組
織
化
の
解
明
が
な
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
か
つ
て
民
俗
学
者
が
研
究
し
て
き
た
民
間
信
仰

の
領
域
に
重
な
る
が
、
民
俗
学
者
は
、
組
織
に
組
み
こ
ま
れ
た
宗
教
者
の

日
常
態
に
は
あ
ま
り
興
味
を
も
た
な
か
っ
た
。
宗
教
者
は
単
独
で
遊
行
し

放
浪
す
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
、
民
俗
学
の
世
界
に
は
好
ん
で
語
ら
れ
て
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き
た
。「
ヒ
ジ
リ
」「
ま
れ
び
と
」「
異
人
」「
遊
行
」
と
い
う
概
念
は
、
民

俗
学
の
そ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
の
増
幅
に
寄
与
し
て
き
た
こ
と
は
事
実
で
あ

ろ
う
。
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
宗
教
者
の
研
究
は
、
民
俗
学
の
成
果
を
批

判
的
に
学
び
な
が
ら
、
支
配
の
方
式
や
組
織
化
か
ら
宗
教
者
の
日
常
態
を

捉
え
て
、
多
く
の
成
果
を
生
み
だ
し
た
。

四
　
近
代
の
宗
教
史
へ
の
展
望

　

近
代
の
宗
教
史
は
、
村
上
重
良
、
安
丸
良
夫
に
よ
っ
て
研
究
さ
れ
て
き

た
が
、
国
家
神
道
と
民
衆
宗
教
・
新
宗
教
が
中
心
的
に
捉
え
ら
れ
て
き
た
。

近
年
で
は
、
こ
う
し
た
先
駆
的
研
究
を
ふ
ま
え
て
、
慰
霊
・
追
悼
の
研
究
、

近
代
仏
教
、
植
民
地
と
宗
教
、
宗
教
概
念
な
ど
が
話
題
に
な
り
、
研
究
も

重
ね
ら
れ
て
い
る
。
高
埜
に
は
じ
ま
る
近
世
宗
教
史
研
究
の
活
性
化
し
た

流
れ
と
、
近
代
の
多
彩
な
宗
教
史
研
究
を
ど
の
よ
う
に
接
合
し
、
交
流
を

促
し
た
ら
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
明
治
政
府
は
、
矢
つ
ぎ
早
に
神
仏
判
然

令
、
上
知
令
、
宗
教
者
の
身
分
の
廃
止
、
肉
食
妻
帯
勝
手
た
る
べ
き
の
令
、

修
験
道
廃
止
を
命
じ
て
、
江
戸
幕
府
が
作
り
出
し
た
宗
教
者
の
身
分
を
全

廃
し
、
寺
社
領
を
取
り
あ
げ
た
。
神
職
の
統
制
を
委
託
さ
れ
て
い
た
吉
田

家
、
白
川
家
は
、
そ
の
権
限
を
剥
奪
さ
れ
て
、
神
職
は
神
祇
官
の
も
と
に

属
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
神
職
家
の
世
襲
が
禁
じ
ら
れ
て
、
政
府
か
ら
任

命
さ
れ
た
人
物
が
神
職
に
な
っ
て
い
っ
た
。
明
治
初
め
の
政
府
が
お
こ
な

っ
た
身
分
制
を
含
め
た
旧
制
度
の
廃
止
は
過
激
で
あ
っ
た
。
近
世
に
は
寺

院
、
神
社
、
宗
教
者
は
朝
廷
の
権
限
に
属
し
て
い
た
が
、
旧
来
の
朝
廷
の

機
構
も
本
山
・
本
所
・
頭
の
制
度
も
廃
止
に
な
る
な
か
、
激
変
の
時
代
を

迎
え
た
。

　

つ
ぎ
に
近
代
に
お
い
て
教
派
神
道
が
も
っ
た
役
割
を
考
え
て
み
た
い
。

教
派
神
道
に
は
、
金
光
教
、
天
理
教
の
よ
う
に
同
一
の
信
仰
・
実
践
を
分

か
ち
あ
う
信
徒
組
織
も
あ
っ
た
が
、
多
様
で
雑
多
な
タ
イ
プ
の
宗
教
者
が

雑
居
す
る
組
織
も
あ
っ
た
。
近
世
以
来
の
宗
教
者
が
生
き
残
り
の
た
め
に

求
め
た
の
は
、
そ
う
し
た
雑
居
の
教
派
神
道
で
あ
っ
た
。
第
四
巻
に
収
め

ら
れ
た
小
松
和
彦
の
論
文
に
よ
る
と
、
神
仏
判
然
令
な
ど
に
よ
っ
て
引
き

起
こ
さ
れ
た
混
乱
を
落
ち
着
か
せ
、
近
代
の
宗
教
者
を
再
組
織
化
す
る
た

め
の
「
受
け
皿
」
と
し
て
教
派
神
道
が
機
能
し
た
。
小
松
は
、
神
道
修
成

派
に
加
入
し
た
戸
隠
山
の
旧
衆
徒
と
、
同
じ
く
神
道
修
成
派
に
入
っ
た
土

佐
の
宗
教
者
・
い
ざ
な
ぎ
流
の
太
夫
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。
戸
隠
山
旧
衆

徒
の
場
合
、
明
治
維
新
後
僧
侶
か
ら
神
官
に
な
っ
た
が
、
す
ぐ
に
帰
農
が

命
令
さ
れ
て
、
各
地
の
戸
隠
講
を
回
る
こ
と
も
で
き
な
く
な
っ
た
。
旧
衆

徒
は
、
経
済
的
基
盤
を
回
復
す
る
た
め
神
道
修
成
派
に
入
る
こ
と
で
、
各

地
を
巡
業
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
い
ざ
な
ぎ
流
の
太
夫
の
場
合
、
林
業
、

農
業
な
ど
の
生
業
は
持
っ
て
い
る
の
で
、
経
済
的
収
入
は
必
要
で
は
な
か

っ
た
が
、
神
道
修
成
派
の
許
状
を
得
て
、
伝
統
的
な
信
仰
知
識
は
守
り
続

け
た
。
も
し
神
道
修
成
派
に
属
さ
な
け
れ
ば
、
旧
衆
徒
の
活
動
は
復
活
す

る
こ
と
は
な
く
、
い
ざ
な
ぎ
流
太
夫
は
伝
来
の
儀
礼
を
喪
失
し
た
可
能
性

は
あ
る
。
そ
の
意
味
で
近
世
に
活
動
し
て
い
た
宗
教
者
は
、
教
派
神
道
の

傘
の
下
に
入
る
こ
と
で
、
活
動
を
存
続
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
山
・

本
所
・
頭
に
統
率
さ
れ
た
宗
教
者
の
歴
史
は
、
教
派
神
道
に
ま
で
視
野
を

拡
充
す
る
こ
と
で
長
い
ス
パ
ン
で
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
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江
戸
幕
府
に
と
っ
て
は
、
衣
裳
や
行
儀
に
お
い
て
違
い
が
あ
る
も
の
の
類

似
し
た
宗
教
者
に
見
え
た
で
あ
ろ
う
神
職
、
修
験
、
陰
陽
師
は
、
近
代
に

な
れ
ば
、
神
職
は
国
家
の
制
度
に
属
し
、
修
験
は
真
言
宗
・
天
台
宗
の
僧

侶
と
な
り
、
陰
陽
師
は
廃
業
に
な
る
か
、
運
が
良
い
と
教
派
神
道
の
傘
下

で
生
活
の
糧
を
得
た
。
明
治
政
府
が
お
こ
な
っ
た
社
会
構
造
の
再
編
成
の

な
か
で
、
神
職
、
修
験
、
陰
陽
師
が
異
な
る
場
に
配
置
さ
れ
、
近
代
社
会

の
内
部
で
生
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。
宗
教
者
に
と
っ
て
の
「
近
世
か
ら
近

代
へ
」
は
、
持
続
か
変
容
か
と
い
う
問
題
も
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
社
会

構
造
の
再
編
成
に
よ
る
配
置
換
え
の
問
題
と
し
て
把
握
で
き
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。

五
　
人
文
科
学
の
出
番

　

こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
第
一
巻
の
「
序
文
」
に
書
か
れ
て
い
る
文
章
を
引
用

し
、
拙
文
の
最
後
と
し
た
い
。
人
文
科
学
に
か
か
わ
る
多
く
の
研
究
者
へ

の
エ
ー
ル
が
、
こ
こ
に
は
込
め
ら
れ
て
い
る
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。

　

今
こ
そ
学
問
と
り
わ
け
人
文
科
学
の
出
番
で
あ
る
。
個
人
が
生
き

る
た
め
の
内
面
的
・
精
神
的
問
題
の
解
決
に
人
文
科
学
が
答
え
る
時

が
来
た
。
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
内
側
に
閉
じ
こ
も
る
の
で
は
な
く
、
苦

悩
す
る
社
会
の
要
請
に
答
え
、
発
信
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
る
。

　

本
シ
リ
ー
ズ
「
日
本
人
と
宗
教
」
は
、
日
本
人
に
と
っ
て
宗
教
と

は
何
か
、
と
い
う
根
源
的
な
問
い
に
、
歴
史
学
・
宗
教
学
・
思
想

史
・
民
俗
学
な
ど
の
学
問
か
ら
答
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
と

く
に
古
代
・
中
世
の
日
本
の
宗
教
の
特
徴
が
、
近
世
に
な
っ
て
見
え

に
く
く
な
り
、
さ
ら
に
明
治
維
新
後
の
近
代
に
お
け
る
政
府
の
政
策

の
強
い
影
響
を
受
け
て
変
容
さ
れ
た
こ
と
に
焦
点
を
当
て
、
近
世
か

ら
近
代
へ
と
い
う
時
代
を
限
定
す
る
こ
と
で
、
見
え
に
く
か
っ
た

「
日
本
人
と
宗
教
」
の
解
明
に
向
か
う
も
の
で
あ
る
。

 

（
愛
知
学
院
大
学
教
授
）
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